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表  題 MELSEC-QシリーズFlashカードQ2MEM-4MBF生産中止のお知らせ 

適用機種 Q2MEM-4MBF 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-Qシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

このたび，長い間ご愛顧いただいておりますMELSEC-QシリーズFlashカードのうち，Q2MEM-4MBFの生産を下記

のとおり中止させていただきますので，ご了承の程宜しくお願いいたします。 

なお，Q2MEM-2MBFについても2014年12月15日で生産を中止させていただきますので，ご了承の程宜しくお願

いいたします。（テクニカルニュースNo.FA-D-0161をご参照願います。） 

 

1. 生産中止機種（1機種） 
 

品名 形名 備考 

Flashカード Q2MEM-4MBF 容量4Mバイト 

 
本テクニカルニュースで使用するCPUユニットの総称を下記に示します。 

 
CPUユニット 形名 

ハイパフォーマンスモデルQCPU Q02CPU，Q02HCPU，Q06HCPU，Q12HCPU，Q25HCPU 

プロセスCPU Q02PHCPU，Q06PHCPU，Q12PHCPU，Q25PHCPU 

二重化CPU Q12PRHCPU，Q25PRHCPU 

ユニバーサルモデルQCPU 

Q02UCPU， Q03UDCPU， Q03UDVCPU， Q03UDECPU， Q04UDHCPU， Q04UDVCPU， 

Q04UDEHCPU，Q06UDHCPU，Q06UDVCPU，Q06UDEHCPU，Q10UDHCPU，Q10UDEHCPU，

Q13UDHCPU，Q13UDVCPU，Q13UDEHCPU，Q20UDHCPU，Q20UDEHCPU，Q26UDHCPU，

Q26UDVCPU，Q26UDEHCPU，Q50UDEHCPU，Q100UDEHCPU 

ユニバーサルモデル高速タイプQCPU Q03UDVCPU，Q04UDVCPU，Q06UDVCPU，Q13UDVCPU，Q26UDVCPU 

ユニバーサルモデルプロセスCPU Q04UDPVCPU，Q06UDPVCPU，Q13UDPVCPU，Q26UDPVCPU 

 

2. 生産中止時期 

受注生産移行 ：2014年1月15日 

受注締め切り ：2014年2月15日 

生産中止日 ：2014年3月15日 

 

3. 生産中止理由 

使用部品の一部が入手困難な状況であり，製品の継続生産に支障をきたすことが予想されるため。 

 

4. 修理対応 

修理対応期間 ：2021年3月15日（生産中止後，7年間）  

 

5. 代替機種 

Flashカードは，部品の生産中止および市場終息が進んでいるため，互換品の開発が困難となっております。

申し訳ありませんが，SRAMカード(Q2MEM-1MBS，Q2MEM-2MBS，Q3MEM-4MBS，Q3MEM-8MBS)，またはCPUユニッ

トの内蔵メモリ（プログラムメモリ，標準RAM，標準ROM）での置換えをご検討願います。（「7. Q2MEM-4MBF

の代替品について」参照） 
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6. お客様へのお願い 

Q2MEM-4MBFの生産中止にあたり，下記のご対応をお願いします。 

(1) 「2. 生産中止時期」に記載の受注締切り日までに該当機種の予備品のご購入をお願いします。 

(2) Q2MEM-4MBFから，SRAMカードまたはCPUユニットの内蔵メモリへの置換えをご検討願います。 

(3) 新規にCPUユニットを購入される場合は，ユニバーサルモデル高速タイプQCPUまたはユニバーサルモ

デルプロセスCPUの採用をご検討願います。 

 

7. Q2MEM-4MBFの代替品について 

7.1 各CPUユニットの種別において使用可能な代替品 

(1) ハイパフォーマンスモデルQCPU，プロセスCPUまたは二重化CPU＊3をご使用の場合 

下記の代替品が使用可能ですので，置換えをご検討願います。 
 

代替品 容量 バッテリバックアップ 

Q2MEM-4MBF（現行品） 4Mバイト 不要 

CPUユニットの 

内蔵メモリ 

プログラムメモリ 112K～1008Kバイト*1 要 

標準RAM 64K～256Kバイト*1 要 

標準ROM 112K～1008Kバイト*1 不要 

SRAMカード 

Q2MEM-1MBS 1Mバイト 要 

Q2MEM-2MBS 2Mバイト 要 

Q3MEM-4MBS*2 4Mバイト 要 

*1：容量はCPUユニットの形名ごとに異なります。  

*2：シリアルNo.の上5桁が“16021”以降（2014年2月以降に出荷）のCPUユニットで使用可能となりますので，CPU

ユニットの置換えをご検討願います。シリアルNo.はユニット側面の定格銘板のSERIAL欄でご確認ください。 

*3：二重化CPUをご使用の場合，制御系と待機系で別の代替品に置き換えるとエラーとなりますので，置き換える

際には，制御系と待機系を同じ代替品へ同時に置き換え願います。 
 

(2) ユニバーサルモデルQCPU（ユニバーサルモデル高速タイプQCPU，ユニバーサルモデルプロセスCPUを除

く）をご使用の場合 

下記の代替品が使用可能ですので，置換えをご検討願います。 
 

代替品 容量 バッテリバックアップ 

Q2MEM-4MBF（現行品） 4Mバイト 不要 

CPUユニットの 

内蔵メモリ 

プログラムメモリ 80K～4000Kバイト*1 不要 

標準RAM 128K～1792Kバイト*1 要 

標準ROM 512K～16384Kバイト*1 不要 

SRAMカード 

Q2MEM-1MBS 1Mバイト 要 

Q2MEM-2MBS 2Mバイト 要 

Q3MEM-4MBS 4Mバイト 要 

Q3MEM-8MBS 8Mバイト 要 

*1：容量はCPUユニットの形名ごとに異なります。 
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(3) ユニバーサルモデル高速タイプQCPUまたはユニバーサルモデルプロセスCPUをご採用になる場合 

CPUユニットをユニバーサルモデル高速タイプQCPUまたはユニバーサルモデルプロセスCPUへ置き換え

ることで，Q2MEM-4MBFの代替品として下記が使用可能となりますので，CPUユニットの置換えをご検討

願います。 
 

代替品 容量 バッテリバックアップ 

CPUユニットの 

内蔵メモリ 

プログラムメモリ 120K～1040Kバイト*1 不要 

標準RAM 192K～1280Kバイト*1*2 要 

標準ROM 1025.5K～4102Kバイト*1 不要 

SDメモリカード 
L1MEM-2GBSD 2Gバイト 不要 

L1MEM-4GBSD 4Gバイト 不要 

*1：容量はCPUユニットの形名ごとに異なります。 

*2：拡張SRAMカセットを使用した場合，標準RAMを拡張SRAMカセットの容量分（最大8Mバイト）拡張可能です。 

 

7.2 各代替品に格納可能なファイル 

(1) ハイパフォーマンスモデルQCPU，プロセスCPUまたは二重化CPUをご使用の場合 

Q2MEM-4MBFに格納可能なファイルは下記の代替品に格納可能ですので，置換えに際してご参照願いま

す。 

    ○：格納可能，×：格納不可，△：ファイル1本のみ格納可能 

ファイル種別 
ファイル名と

拡張子

プログラム 

メモリ
標準RAM 標準ROM SRAMカード 

パラメータ PARAM.QPA ○ × ○ ○ 

インテリジェント機能ユニット

パラメータ 
IPARAM.QPA ○ × ○ ○ 

プログラム ***.QPG ○ × ○ ○ 

デバイスコメント ***.QCD ○ × ○ ○ 

デバイス初期値 ***.QDI ○ × ○ ○ 

ファイルレジスタ ***.QDR × △ × ○ 

ブート設定ファイル AUTOEXEC.QBT ○ × ○ ○ 

リモートパスワード 00000000.QTM ○ × ○ ○ 

 

(2) ユニバーサルモデルQCPU（ユニバーサルモデル高速タイプQCPU，ユニバーサルモデルプロセスCPUを除

く）をご使用の場合 

Q2MEM-4MBFに格納可能なファイルは下記の代替品に格納可能ですので，置換えに際してご参照願いま

す。 

    ○：格納可能，×：格納不可，△：ファイル1本のみ格納可能 

ファイル種別 
ファイル名と

拡張子

プログラム 

メモリ
標準RAM 標準ROM SRAMカード 

パラメータ PARAM.QPA ○ × ○ ○

インテリジェント機能ユニット

パラメータ 
IPARAM.QPA ○ × ○ ○ 

プログラム ***.QPG ○ × ○ ○ 
デバイスコメント ***.QCD ○ × ○ ○ 
デバイス初期値 ***.QDI ○ × ○ ○

ファイルレジスタ ***.QDR × △ × ○

ブート設定ファイル AUTOEXEC.QBT ○ × ○ ○ 
リモートパスワード 00000000.QTM ○ × ○ ○ 
バックアップデータファイル MEMBKUP0.QBP × × × ○ 
ドライブ見出し文 QN.DAT ○ △ ○ ○ 
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(3) ユニバーサルモデル高速タイプQCPUまたはユニバーサルモデルプロセスCPUをご使用の場合 

Q2MEM-4MBFに格納可能なファイルは下記の代替品に格納可能ですので，置換えに際してご参照願いま

す。 

        ○：格納可能，×：格納不可 

ファイル種別 
ファイル名と

拡張子

プログラム 

メモリ
標準RAM 標準ROM 

SDメモリ 

カード

パラメータ PARAM.QPA ○ ○ ○ ○ 
インテリジェント機能ユニット

パラメータ 
IPARAM.QPA ○ ○ ○ ○ 

プログラム ***.QPG ○ ○ ○ ○

デバイスコメント ***.QCD ○ ○ ○ ○

デバイス初期値 ***.QDI ○ ○ ○ ○ 
ファイルレジスタ ***.QDR × ○ × × 
ブート設定ファイル AUTOEXEC.QBT ○ ○ ○ × 
リモートパスワード 00000000.QTM ○ ○ ○ ○ 
バックアップデータファイル MEMBKUP0.QBP × × × ○

ドライブ見出し文 QN.DAT ○ ○ ○ ○ 

 

8. 用途ごとの代替方法 

8.1 ブート運転用にご使用の場合 

下記のいずれかの代替方法をご検討願います。 

・Q2MEM-4MBFを，SRAMカード（ユニバーサルモデル高速タイプQCPUまたはユニバーサルモデルプロセスCPU

をご使用の場合はSDメモリカード）にて置き換え願います。 

・ブート運転に使用しているファイルを，CPUユニットのプログラムメモリまたは標準ROMに移動願います。 

 

8.2 ファイルレジスタ用にご使用の場合 

ファイルレジスタをSRAMカードまたは標準RAMに作成することをご検討願います。（ユニバーサルモデル高

速タイプQCPUおよびユニバーサルモデルプロセスCPUは標準RAMのみです。）SRAMカードおよび標準RAMのデー

タを電源OFF時に保持するために，バッテリバックアップしてください。バッテリバックアップを行わない

場合は，デバイス初期値によりファイルレジスタを初期化することをご検討願います。 

 

8.3 「メモリカードによるCPUユニット交換機能」をご使用の場合 

ユニバーサルモデルQCPU（ユニバーサルモデル高速タイプQCPU，ユニバーサルモデルプロセスCPUを除く）

をご使用の場合は，SRAMカードに置き換えることをご検討願います。CPUユニットから取りはずした際にデー

タを保持するため，SRAMカードはバッテリバックアップしてください。また，バックアップファイルを長期

間保管する場合は，バッテリ切れによるデータ消失を避けるために，パソコンなどにファイルをコピーして

保管することをご検討願います。 

ユニバーサルモデル高速タイプQCPUまたはユニバーサルモデルプロセスCPUをご使用の場合は，SDメモリ

カードに置き換えることをご検討願います。 
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8.4 設定ファイル，プログラムファイルなどの持ち運び用として使用されている場合 

(1) ハイパフォーマンスモデルQCPU，プロセスCPU，二重化CPUまたはユニバーサルモデルQCPU（ユニバーサ

ルモデル高速タイプQCPU，ユニバーサルモデルプロセスCPUを除く）をご使用の場合 

下記のいずれかの方法で代替することをご検討願います。 

・SRAMカードにて代替する。 

ファイルの内容を保持するためにSRAMカードをバッテリバックアップしてください。 

・プログラミングツールでCPUユニットからパソコンにファイルを読み込み，SDメモリカードなどの媒

体でデータを持ち運びください。 

運搬先では，プログラミングツールでパソコンからCPUユニットへファイルを書き込むことをご検討

願います。 
 

(2) ユニバーサルモデル高速タイプQCPUまたはユニバーサルモデルプロセスCPUをご使用の場合 

SDメモリカードで代替することを検討願います。 

 

9. 代替品へ置き換える際の注意点 

Q2MEM-4MBFに格納しているファイルを代替品へ移動させてご使用になる場合，ファイル格納場所のメモリ種

別（ドライブ番号）が変化することにより，下記のような設定変更が必要となります。 

 

9.1 ファイルレジスタの格納場所を変更した場合 

PCパラメータの“PCファイル設定”で“ファイルレジスタ”の項目をご確認願います。“対象メモリ”が変

更後のファイルレジスタ格納場所と異なる場合は，設定を変更願います。 

 

9.2 デバイス初期値の格納場所を変更した場合 

PCパラメータの“PCファイル設定”で“デバイス初期値”の項目をご確認願います。“対象メモリ”が変更

後のデバイス初期値格納場所と異なる場合は，設定を変更願います。 

 

9.3 デバイスコメントの格納場所を変更した場合 

PCパラメータの“PCファイル設定”で“命令で使用するコメントファイル”の項目をご確認願います。“対

象メモリ”が変更後のデバイスコメント格納場所と異なる場合は，設定を変更願います。 

 

9.4 ブート設定ファイルの格納場所を変更した場合 

PCパラメータの“ブートファイル設定”をご確認願います。ファイルの“転送元”が変更後のファイル格納

場所と異なる場合は，設定を変更願います。 

 

9.5 パラメータの格納場所を変更した場合 

CPUユニットの種別がハイパフォーマンスモデルQCPU，プロセスCPU，二重化CPUの場合は，パラメータファ

イルの格納場所（パラメータ有効ドライブ）を，ディップスイッチで設定しています。ディップスイッチの

SW2およびSW3を，変更後のパラメータ格納場所に設定してください。 
 

SW2 SW3 パラメータ有効ドライブ 

OFF OFF プログラムメモリ 

ON OFF SRAMカード 

OFF ON Flashカード／ATAカード 

ON ON 標準ROM 

 

ユニバーサルモデルQCPU，ユニバーサルモデル高速タイプQCPU，ユニバーサルモデルプロセスCPUでは，パ

ラメータ有効ドライブを自動検出しておりますので，設定は必要ありません。 
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9.6 プログラム中の命令でファイル格納場所を指定している場合 

プログラムで下記の命令を使用している場合は，命令のパラメータで指定しているファイルの格納場所を移

動させていないか，ご確認願います。移動させている場合は，パラメータで指定しているドライブ番号を，

移動後の格納場所にあわせて変更願います。 

・QDRSET，QDRSETP ：ファイルレジスタ用ファイルのセット 

・QCDSET，QCDSETP ：コメント用ファイルのセット  

・PLOADP ：メモリカードからのプログラムロード 

・PSWAPP ：ロード＋アンロード  

 

詳細は「MELSEC-Q/L プログラミングマニュアル（共通命令編）」をご参照願います。 

 

9.7 電源OFF時のデータバックアップについて 

標準RAMを代替品としてご使用になる場合は，電源OFF時にデータを保持するためにCPUユニットをバッテリ

バックアップしてください。 

ハイパフォーマンスモデルQCPU，プロセスCPU，二重化CPUをご使用の場合は，プログラムメモリを代替品と

してご使用になる場合も，CPUユニットのバッテリバックアップが必要になります。 

 

SRAMカードを代替品としてご使用になる場合は，電源OFF時にデータを保持するために，SRAMカードをバッ

テリでバックアップしてください。 

 

詳細は，「QCPUユーザーズマニュアル（ハードウエア設計・保守点検編）」をご参照願います。 

 

 

改訂履歴 
 

副番 発行年月 改訂内容 

- 2013年4月 初版 

A 2014年8月 

下記内容について改訂しました。 

・全編においてユニバーサルモデルプロセスCPUについての記載を追加 

・冒頭においてQ2MEM-2MBFの生産中止について追記 

・7.1(1) Q3MEM-4MBSを使用可能なユニットについての注記を修正 

・7.1(2) 表の誤記を修正 

・7.1(3) 拡張SRAMカセットで標準RAMを拡張可能であることを追記 

・7.2(1)～(3) 表の誤記を修正，ファイル種別の追加 

・9.5 ユニバーサルモデル高速タイプQCPUの記載を追加 
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